
別 紙 

女川原子力発電所の状況（平成２３年８月分） 

 

女川原子力発電所は、１号機および３号機が通常運転中、２号機が原子炉起動中のと

ころ、平成２３年３月１１日１４時４６分に発生した東北地方太平洋沖地震により、全

号機の原子炉が自動停止しました。 

これは地震発生の際の安全確保策として設計どおり停止したものです。 

（平成２３年３月１１日お知らせ済み） 

 

地震および津波により、女川原子力発電所の主要設備への軽微な被害が新たに１件確

認されておりますが、安全上問題となる事象ではありません。 

女川原子力発電所の全号機は、安定した状態で安全に停止しており、現在、設備の点

検等を実施しております。 

女川原子力発電所の状況については、以下のとおりです。 

 

１．定期検査の実施状況 

女川原子力発電所２号機は、平成２２年１１月６日より第１１回定期検査を実施して

おり、平成２３年３月１１日１４時００分に原子炉を起動しました。 

その後、東北地方太平洋沖地震の発生に伴い、原子炉が自動停止しました。 

平成２３年８月３１日現在、主な工事として蒸気タービン点検を行っております。 

（添付－１ 女川原子力発電所２号機  第１１回定期検査  主要点検工程表  参照） 

 

２．地震および津波による発電所主要設備への軽微な被害の対応状況 

これまでにお知らせしていた５７件に加え、新たに１件の軽微な被害が確認されまし

た。また、この５８件のうち、今回新たに５件が復旧し、計１９件※の対応が完了して

おります。 

※ 女川原子力発電所の状況について（平成２３年７月分）」をお知らせした際に、

対応完了件数を１１件としておりましたが、１４件の誤りでしたので、訂正い

たします。 

（添付－２ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害状況リスト 参照） 

（添付－３ 東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 参照） 

－ 1 － 



－ 2 － 

３．その他 

（１）女川原子力発電所３号機使用済燃料貯蔵ラックのボルト緩み 

  女川原子力発電所３号機において、使用済燃料貯蔵ラック※１３台の点検を実施し

たところ、点検したラック全てにおいて、ラックを使用済燃料プール床面に固定して

いるボルト１２７本にわずかな緩みが確認されたことから、点検したラックの全ての

固定ボルト２０８本の締付けを行いました。 

  また、一部のラック下部の固定ボルト接合部にわずかなこすれ跡が確認されました。 

本事象によるラックの機能への影響はありません。 

  今後、女川原子力発電所３号機の残りのラックおよび水平展開として１、２号機の

全ての使用済燃料貯蔵ラックについて、点検および固定ボルトの締付けを行うととも

に、固定ボルトの緩みに係る詳細な健全性の確認を検討いたします。 

  

（２）緊急安全対策の計画変更 

東京電力（株）福島第一・第二原子力発電所事故を踏まえた女川原子力発電所にお

ける緊急安全対策の中で、消防車による原子炉への代替注水を可能とするために消防

ホースと復水補給水系を接続するための接続口を平成２３年９月末までに設置する

ことにしておりました。（平成２３年５月１８日お知らせ済み） 

女川原子力発電所１、３号機については、予定どおり平成２３年９月末までに接続

口を設置いたしますが、２号機については、今回の使用済燃料貯蔵ラックの固定ボル

ト緩み事象を踏まえたラック点検の影響により、当初の予程どおりに接続口の設置工

事を実施することが困難となりました。このため、暫定的な処置として９月末にまで

に既存の復水補給水系のホースを接続する部分に消防ホースを繋ぎ、原子炉への代替

注水が可能となるよう対策を実施することといたしました。 

  

以 上 

用語解説 

※ 新燃料および使用済燃料を貯蔵するために使用済燃料プール内に設置している

ラック。女川原子力発電所１号機の使用済燃料プール内には１５台、２号機の使用

済燃料プール内には１６台、３号機の使用済燃料プール内には２２台のラックが設

置されている。 



女川原子力発電所２号機　第１１回定期検査　主要点検工程表

年　月 平成２２年１１月 平成２２年１２月 平成２３年１月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 -5 -4 -3 -2 -1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87

定期検査開始

▼

原子炉開放 プロセス計算機更新工事

燃料取出 燃料装荷

原子炉開放 出力領域モニタ取替 炉内ISI 原子炉再開放

制御棒取替 原子炉仮復旧

燃料取扱装置機能検査 燃料取出 燃料装荷

主蒸気隔離弁分解点検

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

71
6

電 気 設 備

そ の 他

6

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6

－
 
3
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

添
付

－
１



年　月 平成２３年２月 平成２３年３月 平成２３年４月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

延    日 88 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 100 101 102 103 104 105 106 107 108 109 110 111 112 113 114 115 116 117 118 119 120 121 122 123 124 125 126 127 128 129 130 131 132 133 134 135 136 137 138 139 140 141 142 143 144 145 146 147 148 149 150 151 152 153 154 155 156 157 158 159 160 161 162 163 164 165 166 167 168 169 170 171 172 173 174 175 176

原子炉起動，同日地震により自動停止

▼

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査 系統構成

燃料装荷 原子炉復旧 原子炉格納容器復旧 起動前試験 冷温停止

　原子炉圧力容器 原子炉格納容器

炉心確認 　漏えい検査 全体漏えい率検査

原子炉復旧 原子炉格納容器復旧

燃料装荷

主蒸気逃がし安全弁分解点検

主要計測機器及び一般計測機器点検

エリア・プロセスモニタリング設備点検

液体廃棄物処理系及び気体廃棄物処理系機器点検

非常用予備発電装置点検

蒸気タービン点検・復水器点検・主要弁点検

発電機点検・変圧器点検・しゃ断器点検

クラス１～２機器，原子炉格納容器供用期間中検査

原子炉圧力容器ヘッドスプレイ配管改良工事

プロセス計算機更新工事

10

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

6 5

－
 
4
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

36
5

2
6



年　月 平成２３年５月 平成２３年６月 平成２３年７月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 177 178 179 180 181 182 183 184 185 186 187 188 189 190 191 192 193 194 195 196 197 198 199 200 201 202 203 204 205 206 207 208 209 210 211 212 213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225 226 227 228 229 230 231 232 233 234 235 236 237 238 239 240 241 242 243 244 245 246 247 248 249 250 251 252 253 254 255 256 257 258 259 260 261 262 263 264 265 266 267 268

冷温停止

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備

－
 
5
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備



年　月 平成２３年８月 平成２３年９月 平成２３年１０月

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

延    日 269 270 271 272 273 274 275 276 277 278 279 280 281 282 283 284 285 286 287 288 289 290 291 292 293 294 295 296 297 298 299 300 301 302 303 304 305 306 307 308 309 310 311 312 313 314 315 316 317 318 319 320 321 322 323 324 325 326 327 328 329 330 331 332 333 334 335 336 337 338 339 340 341 342 343 344 345 346 347 348 349 350 351 352 353 354 355 356 357 358 359 360

冷温停止

燃料取扱装置点検

使用済燃料プール内異物除去作業，使用済燃料貯蔵ラック点検

原子炉再循環ポンプ分解点検

蒸気タービン点検

主変圧器，起動変圧器点検

－
 
6
 
－

主 要 工 程

燃 料 設 備

廃 棄 設 備

放 射 線 管 理 設 備

原 子 炉 本 体

原 子 炉 格 納 施 設

計 測 制 御 系 統 設 備

非 常 用 予 備 発 電 装 置

電 気 設 備

原 子 炉 冷 却 系 統 設 備

そ の 他

供 用 期 間 中 検 査

蒸 気 タ ー ビ ン 設 備



○平成２３年５月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

1 1号機 原子炉建屋 内 燃料交換機入出力装置の破損

2 1号機 原子炉建屋 内 ほう酸水貯蔵タンク水位指示回路不良

3 1号機 原子炉建屋 内 主蒸気逃がし安全弁（Ｃ）　位置検出スイッチの接点不良

4 1号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

5 1号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の外れ

6 1号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷

7,8 1号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流電源系の地絡（計２件発見）

9 1号機 制御建屋 外 モニタリングポスト（チャンネル６）　信号変換器の故障に伴う指示不良

10 1号機 タービン建屋 内 高圧電源盤しゃ断器の投入不可 対応済（Ｈ２３．６）

11 1号機 タービン建屋 内 母連しゃ断器の制御電源喪失 対応済（Ｈ２３．６）

12～
15

1号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計４件） 対応済（Ｈ２３．６）

16 1号機 屋外 外 １号機放水口モニターの津波による浸水および破損

17 1号機 屋外 外 １号機放水口モニター（試験運用機）の津波による浸水および破損

18,19 2号機 原子炉建屋 内
地下１階電動ステップバック遮へい扉の施錠装置の破損　（計２件発
見）

20 2号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

21 2号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

22 2号機 原子炉建屋 内 天井クレーン運転席鋼材等の損傷 対応済（Ｈ２３．６）

23,24 2号機 制御建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計２件発見）

25 2号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の基礎の損傷

26～
32

2号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計７件発見）

33 2号機 屋外 外 ２号機放水口モニターの津波による浸水および破損

34 2号機 屋外 外 起動用変圧器放熱器油漏れ

35 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機の配線ケーブルの脱線 対応済（Ｈ２３．４）

36 3号機 原子炉建屋 内 燃料交換機制御室内の地上操作装置落下 対応済（Ｈ２３．６）

37 3号機 原子炉建屋 内 燃料取替エリア放射線モニタ（A）記録計の指示不良 対応済（Ｈ２３．８）

38 3号機 原子炉建屋 内 原子炉格納容器内遮へい扉　留め具の変形

39 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料プールにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

40 3号機 原子炉建屋 内 使用済燃料キャスクピットにおけるゲート押さえ金具の脱落 対応済（Ｈ２３．４）

41 3号機 原子炉建屋 内 高圧炉心スプレイ系圧力抑制室吸込弁　自動での全開動作不能 対応済（Ｈ２３．６）

42 3号機 原子炉建屋 内 制御棒駆動系ハウジング支持金具サポートバーのずれ

43 3号機 原子炉建屋 内 天井クレーン走行部等のすり傷 対応済（Ｈ２３．６）

44～
47

3号機 原子炉建屋 外 １２５Ｖ直流主母線盤の地絡　（計４件発見）

48 3号機 タービン建屋 内 蒸気タービン中間軸受箱の浮き上がりについて

49～
51

3号機 屋外 外 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計３件） 対応済（Ｈ２３．８）

52 3号機 屋外 外 ３号機放水口モニターの津波による浸水および破損

53 共用 屋外 外 牡鹿幹線１号線避雷器の損傷
対応済（Ｈ２３．６）
続報（Ｈ２３．８）

54 共用 屋外 外
当社モニタリングステーション（４局）の停電および伝送回線停止に伴う
欠測

55 共用 屋外 外 海水温度モニタリング装置の津波による破損に伴う全局欠測

※これまでに確認された，３．１１地震およびその余震による被害

東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害状況リスト

添付－２

- 7 - 



○平成２３年６月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

56 3号機 タービン建屋 内 ３号機蒸気タービン動翼の損傷

○平成２３年７月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

57 2号機 タービン建屋 内 ２号機蒸気タービン動翼の損傷

○平成２３年８月分

No. 号機 建屋 管理区域 件名 対応状況

58 共用 屋外 外 牡鹿幹線２号線避雷器の損傷 対応済（Ｈ２３．８）

- 8 - 



東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．３７  

件 名 燃料取替エリア放射線モニタ（Ａ）記録計の指示不良 

場 所 ３号機 原子炉建屋 設 備 燃料取替エリア放射線モニタ 

設 備 概 要 
燃料取替エリア放射線モニタは、燃料の取替などを実施する原子炉建屋３階の放射

性物質を連続して監視する装置です。 

所 見 

・ ３月１１日の地震発生時に、燃料取替エリア放射線モニタ記録計（以下当該記録

計）を確認したところ、燃料取替エリア放射線モニタ（Ａ）指示値に一時的な変

動を確認しました。（３月１１日） 

・ 調査の結果、検出器および監視ユニットからの出力信号は正常であったことから、

原因は当該記録計の指示不良と推定しました。 

・ 本事象は、当該記録計の指示不良であり、中央制御室において燃料取替エリア放

射線モニタ（Ａ）の監視が可能な状態であったことから、プラントへの影響はあ

りません。 

対 応 内 容 ・ 記録計の取替を行い、正常に復旧しました。（８月２日対応完了） 

 

 

監視ユニット 記 録 計 

検 出 器   

燃料取替エリア放射線モニタ概要図 

 

 － ９ －



東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

 

平成２３年５月分 Ｎｏ．４９～５１  

件 名 変圧器避圧弁の油面変動に伴う動作（計３件） 

場 所 屋外（３号機設備） 設 備 変圧器避圧弁 

設 備 概 要 
変圧器避圧弁は、変圧器内の圧力が異常に上昇した際に、圧力を逃がし機器を保護

する設備です。 

所 見 

・ ３月１１日の地震により主変圧器※１６箇所の避圧弁が動作したことを確認しま

した。（３月１２日） 

・ また、４月７日の余震により、主変圧器４箇所、所内変圧器※2１箇所の避圧弁が

動作したことを確認しました。（４月８日） 

・ 避圧弁が動作した原因は、地震の揺れにより変圧器内の絶縁油の油面が変動し，

内部圧力が上昇したためです。 

・ 主変圧器および所内変圧器は、地震後に発電機が停止しているため、使用してお

らず、プラントへの影響はありませんでした。 

※１ 発電機で発生した電圧を送電電圧まで昇圧する機器です。 

※２ 発電機で発生した電気を、発電所内の機器へ送電するために、機器の受電電圧

まで降圧する機器です。 

対 応 内 容 
・ 主変圧器および所内変圧器については、避圧弁のガスケットおよびプレートの交

換、ならびに放圧管の注油を完了しました。（８月１０日対応完了） 

 

プレート 

避圧弁 代表例：３号機 主変圧器 

プレート復旧後 避圧弁蓋復旧後 避圧弁動作後 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

                                    

平成２３年５月分 Ｎｏ．５３（改）

件 名 牡鹿幹線１号線避雷器の一部損傷 

場 所 屋外 設 備 避雷器 

設 備 概 要 
避雷器は、送電系統や発電所内の各機器を、雷などにより生じる過渡的な異常高電圧か

ら保護するための機器です。 

所 見 

・ 地震後の巡視点検において、牡鹿幹線１号線避雷器より異音が発生していたことか

ら、避雷器本体に封入してある六フッ化硫黄ガス※の分析を行ったところ、避雷器内

部で部分放電（内部異常）が発生していることを確認しました。（３月２２日） 

・ 地震発生時およびそれ以降においても、外部電源が確保されていたことから、プラ

ントの安全性への影響はありませんでした。 

（平成２３年７月１１日お知らせ済み）

・ 牡鹿幹線１号線の避雷器について、工場で原因調査を実施した結果、避雷器の一部

が損傷していることを確認しました。なお、避雷器が損傷した原因は、地震による

大きな揺れにより、避雷器内部に部分放電が発生したものと推定しました。 

・ このことから、３月１１日の地震に伴う牡鹿幹線１号線停止の原因は、避雷器の損

傷によるものと考えられます。 

  ※ 六フッ化硫黄ガスとは、避雷器内部の放電を防止するために封入するガス。 

対 応 内 容 
・ 避雷器本体の取替えを行い、復旧しました。（６月１３日対応完了）       

（平成２３年７月１１日お知らせ済み） 

  

避雷器 
1A 

O1 

1B 

1LE 

牡鹿幹線１号 

女川１～３号機 

1LA 

○ 

○ 

系 統 外 略 図 

2A 

O2 

2B 

2LE 

牡鹿幹線２号 

2LA 

○ 

○ 

取替後(地震の揺れに 
強いタイプ) 

取替前 
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東北地方太平洋沖地震後の主要設備への軽微な被害の対応状況 

                                    

平成２３年８月分 Ｎｏ．５８

件 名 牡鹿幹線２号線避雷器の一部損傷 

場 所 屋外 設 備 避雷器 

設 備 概 要 
避雷器は、送電系統や発電所内の各機器を、雷などにより生じる過渡的な異常高電圧

から保護するための機器です。 

所 見 

・ 牡鹿幹線１号線避雷器に異常が確認されたことから、同型の避雷器を使用している

牡鹿幹線２号線避雷器の健全性確認のため、定期的に漏れ電流測定※１を実施してい

たところ、漏れ電流値が増加していることを確認しました。（４月１２日） 

・ 避雷器本体に封入してある六フッ化硫黄ガス※２の分析を行ったところ、避雷器内部で

部分放電（内部異常）が発生していたものの、異音の発生はなく、また、測定した

漏れ電流波形に異常を示す様相が見られなかったことから、漏れ電流値の増加が無

いことを監視しながら使用を継続しました。 

・ 牡鹿幹線２号線の避雷器について、工場で点検を実施した結果、避雷器の一部が損

傷していることを確認しました。なお、避雷器が損傷した原因は、地震による大き

な揺れにより、避雷器内部に部分放電が発生したものと推定しました。 

・ このことから、３月１１日および４月７日の地震に伴う牡鹿幹線２号線停止の原因

は、避雷器の損傷によるものと考えられます。 

・ なお、地震発生時およびそれ以降においても、外部電源が確保されていたことから

プラントの安全性への影響はありませんでした。 

 ※１避雷器に通常電圧が印加された状態で微少に流れる電流を漏れ電流と言う。 

 ※２ 六フッ化硫黄ガスとは、避雷器内部の放電を防止するために封入するガス。 

対 応 内 容 ・ 避雷器本体の取替えを行い、復旧しました。（６月２０日対応完了）       

  

避雷器 
1A 

O1 

1B 

1LE 

牡鹿幹線１号 

女川１～３号機 

1LA 

○ 

○ 

系 統 外 略 図 

2A 

O2 

2B 

2LE 

牡鹿幹線２号 

2LA 

○ 

○ 

取替後(地震の揺れに 
強いタイプ) 

取替前 
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